
(57)【要約】

【課題】本発明は、挿入部の外径を極力細く設定でき、

湾曲部を３６０°回転自在とし、湾曲部の湾曲方向と回

動規制の領域とを一致させて操作性の向上化を得る内視

鏡を提供する。

【解決手段】内視鏡本体Ｋを長手軸Ｌに沿って長尺に形

成し、この内視鏡本体の手元側に中立位置から長手軸に

沿う所定方向および反対方向に変位自在な操作レバー６

を備えた操作部２を設け、内視鏡本体の先端側に長手軸

回りに回転自在に挿入部１を設けて被検体の管腔に挿入

可能とし、この挿入部の先端に挿入部と一体に長手軸回

りに回転自在であるとともに操作レバーの操作に応じて

長手軸を基準とする基準面Ｎの一面側Ｎａと他面側Ｎｂ

で湾曲自在な湾曲部１Ｂを設け、湾曲部を基準面の一面

側および他面側において略１８０°の範囲内で回動規制

する回動機構部７を具備する。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
被 検 体 を 観 察 す る た め の 内 視 鏡 に お い て 、
　 長 手 軸 に 沿 っ て 長 尺 に 形 成 さ れ る 内 視 鏡 本 体 と 、
　 こ の 内 視 鏡 本 体 の 手 元 側 に 設 け ら れ 、 中 立 位 置 か ら 長 手 軸 に 沿 う 所 定 方 向 と 反 対 方 向 に
変 位 自 在 な 操 作 手 段 を 備 え た 操 作 部 と 、
　 上 記 内 視 鏡 本 体 の 先 端 側 に 長 手 軸 回 り に 回 転 自 在 に 設 け ら れ 、 上 記 被 検 体 の 管 腔 に 挿 入
可 能 な 挿 入 部 と 、
　 こ の 挿 入 部 の 先 端 に 設 け ら れ 、 挿 入 部 と 一 体 に 長 手 軸 回 り に 回 転 自 在 で あ る と と も に 、
上 記 操 作 手 段 に 対 す る 操 作 に 応 じ て 、 長 手 軸 に 沿 う 面 を 基 準 面 と し た と き 基 準 面 の 一 面 側
と 他 面 側 で そ れ ぞ れ 湾 曲 自 在 な 湾 曲 部 と 、
　 上 記 挿 入 部 と と も に 上 記 湾 曲 部 を 、 上 記 基 準 面 の 一 面 側 お よ び 他 面 側 に お い て 略 １ ８ ０
° の 範 囲 内 で 回 動 規 制 す る 回 動 機 構 部 と
を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 回 動 機 構 部 は 、 挿 入 部 お よ び 湾 曲 部 を 任 意 の 回 動 位 置 に お い て こ れ ら の 回 動 を 規 制 し
、 か つ そ の 位 置 を 固 定 保 持 す る ス ト ッ パ 機 構 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 内
視 鏡 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 挿 入 部 の 先 端 に 湾 曲 自 在 な 湾 曲 部 を 備 え る と と も に 、 湾 曲 部 ご と 挿 入 部 を 所
定 の 角 度 の 範 囲 内 で 回 動 自 在 と す る 内 視 鏡 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 た と え ば 脳 内 を 内 視 鏡 で 観 察 し 、 治 療 す る 手 技 が 普 及 し つ つ あ る 。 特 に 、 脳 室 内
の 観 察 お よ び 治 療 に は 脳 室 の 解 剖 学 的 特 徴 か ら 、 脳 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 先 端 を 湾 曲 自 在
な 湾 曲 部 と し 、 か つ 挿 入 部 お よ び 湾 曲 部 が 柔 軟 な 軟 性 内 視 鏡 が 求 め ら れ て い る 。 ま た 、 手
術 を ス ム ー ズ に 行 う た め に 挿 入 部 の 外 径 が 極 力 細 い こ と も 重 要 な 仕 様 と な っ て い る 。 　
　 内 視 鏡 の 操 作 と 使 用 方 法 と し て は 、 操 作 部 を ス タ ン ド な ど の 内 視 鏡 保 持 装 置 に 固 定 し 、
挿 入 部 だ け を 術 者 が 手 指 で 押 し 引 き 、 あ る い は 捻 っ た り す る こ と に よ っ て 、 挿 入 部 に 対 す
る 緻 密 な 操 作 を 行 え る の が 理 想 的 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 内 視 鏡 で は 、 操 作 部 に 対 し て 湾 曲 部 ご と 挿 入 部 が 長 手 軸 回 り に 回 転 自 在 で あ
り 、 そ の 回 転 範 囲 は 湾 曲 操 作 と の コ ン ビ ネ ー シ ョ ン で ３ ６ ０ ° 全 方 向 に 向 け ら れ る の が 望
ま し い 。 ま た 、 内 視 鏡 下 に て 処 置 を 行 う 場 合 は 、 湾 曲 部 を 任 意 の 位 置 で 確 実 に 固 定 で き る
必 要 が あ る 。 　
　 ［ 特 許 文 献 １ ］ の 内 視 鏡 に は 、 挿 入 部 を 回 転 基 準 位 置 か ら 時 計 回 り 方 向 （ 右 回 り ） に １
８ ０ ° 回 転 さ せ た と き の 位 置 と 、 回 転 基 準 位 置 か ら 反 時 計 回 り 方 向 （ 左 回 り ） に １ ８ ０ °
回 転 さ せ た と き の 位 置 に 共 通 の ス ト ッ パ を 設 け 、 挿 入 部 を 合 計 で ３ ６ ０ ° の 回 転 を 可 能 と
し た 回 動 機 構 部 を 有 す る 技 術 が 開 示 さ れ て い る 。 　
　 し か し な が ら 、 こ の ［ 特 許 文 献 １ ］ は 、 血 管 内 視 鏡 の よ う な 湾 曲 機 構 が 装 備 さ れ て い な
い 硬 性 内 視 鏡 で あ っ て 、 挿 入 部 を 回 転 操 作 す る こ と を 目 的 と し て い る た め 、 ３ ６ ０ ° の 回
転 範 囲 が 必 要 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 「 特 許 文 献 ２ 」 の 内 視 鏡 に は 、 操 作 部 を 操 作 し て 挿 入 部 を 長 手 軸 回 り に 回 転 自 在 と す る
と と も に 、 回 転 自 在 な 状 態 か ら 回 転 不 能 な 状 態 に 切 換 え る 手 段 が 開 示 さ れ て い る 。 具 体 的
に は 、 挿 入 部 後 端 に 設 け ら れ た テ ー パ ー 状 の 口 金 （ オ ス ） が 、 固 定 手 段 に 設 け ら れ た テ ー
パ ー 部 （ メ ス ） に 押 圧 さ れ 、 テ ー パ ー 面 相 互 の 摩 擦 力 に よ っ て 回 転 を 規 制 す る 。 　
　 し か し な が ら 、 ［ 特 許 文 献 ２ ］ で は 、 テ ー パ ー 面 相 互 の 摩 擦 力 に よ っ て 挿 入 部 の 回 転 を
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規 制 す る た め 、 テ ー パ ー 面 の 表 面 粗 さ 、 材 質 、 テ ー パ ー 面 相 互 の 押 圧 力 、 テ ー パ ー 面 の 角
度 等 に よ っ て 回 転 規 制 力 が 変 化 し て し ま い 、 安 定 し て 確 実 に 回 転 を 不 能 と す る 点 で 不 安 が
残 る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ６ ２ － ２ ７ ５ ４ ２ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ７ － ３ ４ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ で 、 先 に ［ 特 許 文 献 １ ］ で 説 明 し た 硬 性 内 視 鏡 の 技 術 を 、 通 常 の 先 端 に 湾 曲 部 を
有 す る 軟 性 内 視 鏡 に 適 用 す る こ と を 考 慮 し て み る 。 図 ８ （ Ａ ） （ Ｂ ） は 操 作 レ バ ー に 対 す
る 操 作 と 、 湾 曲 部 ｇ の 湾 曲 方 向 お よ び 回 動 範 囲 の 関 係 を 説 明 す る 図 で あ る 。 　
　 図 ８ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 操 作 レ バ ー を 所 定 方 向 に 回 動 操 作 す る こ と に よ り 湾 曲 部 ｇ が
Ｕ Ｐ 方 向 に 湾 曲 し 、 反 対 方 向 に 回 動 操 作 す る こ と に よ り 湾 曲 部 ｇ が Ｄ Ｏ Ｗ Ｎ 方 向 に 湾 曲 す
る 。 そ の 一 方 で 、 回 動 機 構 部 を 操 作 す る こ と に よ り 、 図 ８ （ Ａ ） に 示 す 係 止 ピ ン ｍ が 基 準
位 置 Ｓ か ら 反 時 計 回 り 方 向 に 回 動 し て 受 け ピ ン ｎ と 衝 突 す る ま で の １ ８ ０ ° の 範 囲 で 挿 入
部 お よ び 湾 曲 し た 湾 曲 部 ｇ を 回 動 で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 回 動 機 構 部 は 図 ８ （ Ｂ ） に 示 す 係 止 ピ ン ｍ が 基 準 位 置 Ｓ か ら 時 計 回 り 方 向 に 回 動
し て 受 け ピ ン ｎ と 衝 突 す る ま で の １ ８ ０ ° の 範 囲 で 挿 入 部 お よ び 湾 曲 し た 湾 曲 部 ｇ を 回 動
で き る 。 た だ し 、 図 の 水 平 軸 Ｕ １ － Ｕ ２ を 越 え た と き か ら 操 作 レ バ ー の 設 定 を 変 更 し な く
て も 、 湾 曲 部 ｇ は 必 然 的 に 反 対 方 向 に 向 く 。 　
　 こ の よ う に し て 、 図 ８ （ Ａ ） （ Ｂ ） い ず れ の 場 合 も 、 操 作 レ バ ー に 対 す る 操 作 に も と づ
い て 湾 曲 部 ｇ が Ｕ Ｐ － Ｄ Ｏ Ｗ Ｎ 方 向 に 湾 曲 変 形 す る 範 囲 と 、 係 止 ピ ン ｍ の 回 動 範 囲 と の 間
に そ れ ぞ れ ９ ０ ° づ つ の ず れ が あ り 、 そ の 結 果 つ ぎ に 述 べ る よ う に な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 湾 曲 し た 湾 曲 部 ｇ を 回 動 機 構 部 の 回 動 範 囲 内 の 所 定 角 度 位 置 に 向 け る に は 、 係 止 ピ ン ｍ
を 所 定 方 向 へ 回 動 操 作 す れ ば よ く 、 何 ら の 支 障 も な く 円 滑 に 行 え る 。 た と え ば 、 図 ８ （ Ａ
） に 示 す よ う に 、 係 止 ピ ン ｍ の 基 準 位 置 Ｓ に お い て 操 作 レ バ ー を Ｕ Ｐ 操 作 し 、 Ｕ Ｐ 方 向 に
向 い た 湾 曲 部 ｇ を 基 準 位 置 Ｓ に 沿 う 位 置 か ら （ ａ ） 位 置 へ 変 位 す る に は 係 止 ピ ン ｍ を 反 時
計 回 り 方 向 に 回 動 操 作 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し な が ら 、 こ の （ ａ ） 位 置 に あ る 湾 曲 部 ｇ を 図 ８ （ Ｂ ） に 示 す （ ｃ ） 位 置 に 向 け る
に は 、 さ ら に 係 止 ピ ン ｍ を 反 時 計 回 り 方 向 に 回 動 し て 湾 曲 部 ｇ を （ ｂ ） 位 置 に 変 位 す る 。
そ し て 、 （ ｂ ） 位 置 に お い て Ｕ Ｐ 操 作 状 態 に あ る 操 作 レ バ ー を Ｄ Ｏ Ｗ Ｎ 操 作 で あ る 逆 方 向
に 操 作 す る こ と で 、 湾 曲 部 ｇ は 中 心 点 Ｏ の 対 称 位 置 で あ る （ ｃ ） 位 置 に 向 く 。 　
　 す な わ ち 、 （ ａ ） 位 置 か ら （ ｂ ） 位 置 に 変 位 す る 間 に 図 の 水 平 軸 Ｕ １ － Ｕ ２ を 越 え る が
、 水 平 軸 Ｕ １ － Ｕ ２ を 越 え る ま で は Ｕ Ｐ 方 向 に 向 い て い た 湾 曲 部 ｇ が 、 水 平 軸 Ｕ １ － Ｕ ２
を 越 え た と こ ろ で Ｄ Ｏ Ｗ Ｎ 方 向 に 向 く 。 当 然 、 （ ｂ ） 位 置 で は Ｄ Ｏ Ｗ Ｎ 方 向 に 向 い て お り
、 操 作 レ バ ー を 逆 方 向 操 作 す る こ と で 湾 曲 部 ｇ は （ ｃ ） 位 置 に 変 る と と も に Ｕ Ｐ 方 向 に 向
く こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の よ う に し て 、 内 視 鏡 全 体 を １ ８ ０ ° 反 転 さ せ る 必 要 が な く 、 指 定 位 置 に 湾 曲 部 ｇ を
変 位 可 能 で あ る が 、 係 止 ピ ン ｍ に 対 す る 回 動 操 作 を 一 旦 停 止 し て 、 操 作 レ バ ー を 逆 方 向 操
作 し な け れ ば な ら ず 、 ２ 動 作 操 作 が 必 要 で あ っ て 面 倒 で あ る 。 　
　 ま た 、 基 準 位 置 Ｓ に 沿 う 位 置 で 操 作 レ バ ー を Ｕ Ｐ 操 作 し 湾 曲 部 ｇ を Ｕ Ｐ 方 向 に 向 か せ て
も 、 湾 曲 部 ｇ が 図 の 水 平 軸 Ｕ １ － Ｕ ２ を 越 え れ ば Ｄ Ｏ Ｗ Ｎ 方 向 に 向 く の で 、 上 述 の 場 合 は
所 定 位 置 （ ｂ ） で 操 作 レ バ ー を Ｄ Ｏ Ｗ Ｎ 操 作 し て 湾 曲 部 ｇ を Ｕ Ｐ 方 向 に 向 け な け れ ば な ら
ず 、 ま た 脳 内 手 術 の 場 合 で 湾 曲 部 ｇ を 意 図 し な い 方 向 に 湾 曲 さ せ て し ま う な ど 、 手 術 が ス
ム ー ズ に 行 え な く な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
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　 本 発 明 は 上 記 事 情 に 着 目 し て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 挿 入 部 先
端 の 湾 曲 部 を 対 称 の ２ 方 向 に 湾 曲 自 在 と し て 挿 入 部 の 外 径 を 極 力 細 く 設 定 で き 、 挿 入 部 お
よ び 湾 曲 部 を 所 定 角 度 の 範 囲 内 で 回 転 自 在 と し な が ら 、 操 作 手 段 と の コ ン ビ ネ ー シ ョ ン で
湾 曲 部 を ３ ６ ０ ° 回 転 自 在 と し 、 か つ 湾 曲 部 の 湾 曲 方 向 と 回 動 規 制 の 領 域 と を 一 致 さ せ て
、 操 作 性 の 向 上 化 を 得 る 内 視 鏡 を 提 供 し よ う と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 は 、 上 述 の 目 的 を 満 足 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 被 検 体 を 観 察 す
る た め の 内 視 鏡 に お い て 、 内 視 鏡 本 体 を 長 手 軸 に 沿 っ て 長 尺 に 形 成 し 、 こ の 内 視 鏡 本 体 の
手 元 側 に 長 手 軸 に 沿 う 所 定 方 向 と 反 対 方 向 に 変 位 自 在 な 操 作 手 段 を 備 え た 操 作 部 を 設 け 、
内 視 鏡 本 体 の 先 端 側 に 長 手 軸 回 り に 回 転 自 在 に 挿 入 部 を 設 け て 被 検 体 の 管 腔 に 挿 入 可 能 と
し 、 こ の 挿 入 部 の 先 端 に 挿 入 部 と 一 体 に 長 手 軸 回 り に 回 転 自 在 で あ る と と も に 操 作 手 段 に
対 す る 操 作 に 応 じ て 長 手 軸 に 沿 う 面 を 基 準 面 と し た と き 、 基 準 面 の 一 面 側 と 他 面 側 で 湾 曲
自 在 な 湾 曲 部 を 設 け 、 挿 入 部 と 湾 曲 部 を 基 準 面 の 一 面 側 お よ び 他 面 側 に お い て 略 １ ８ ０ °
の 範 囲 内 で 回 動 規 制 す る 回 動 機 構 部 を 具 備 す る 。 　
　 請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 挿 入 部 先 端 の 湾 曲 部 を 上 下 あ る い は 左 右 の 対 称 の ２ 方 向 に 湾
曲 さ せ る の で 、 挿 入 部 の 外 径 を 細 く で き る 。 挿 入 部 と 湾 曲 部 を 基 準 面 の 一 面 側 と 他 面 側 で
略 １ ８ ０ ° の 範 囲 内 で 回 動 規 制 し て 、 結 局 、 ３ ６ ０ ° 方 向 に 向 け る こ と が で き 、 湾 曲 部 の
湾 曲 方 向 と 回 動 規 制 の 領 域 と を 一 致 さ せ て 操 作 が 簡 単 に な り 、 手 術 を ス ム ー ズ に 行 う こ と
が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 に お い て 上 記 回 動 機 構 部 は 、 挿 入 部 お よ び 湾
曲 部 を 任 意 の 回 動 位 置 に お い て こ れ ら の 回 動 を 規 制 し 位 置 を 固 定 保 持 す る ス ト ッ パ 機 構 を
備 え た 。 　
　 請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 任 意 の 回 動 位 置 で 挿 入 部 お よ び 湾 曲 部 の 回 動 を 停 止 し 、 か つ
固 定 し た い 場 合 は ス ト ッ パ 機 構 を 操 作 す る 。 す る と 、 ス ト ッ パ 機 構 は 挿 入 部 お よ び 湾 曲 部
の 回 転 を 確 実 に 規 制 し て 固 定 を な す 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 挿 入 部 先 端 の 湾 曲 部 を 上 下 あ る い は 左 右 な ど の 対 称 の ２ 方 向 に 湾 曲 さ
せ る の で 、 ４ 方 向 に 湾 曲 さ せ る 内 視 鏡 と 比 較 し て 挿 入 部 の 外 径 を 細 く で き 、 挿 入 部 と 湾 曲
部 を 長 手 軸 に 沿 う 基 準 面 の 一 面 側 と 他 面 側 で 略 １ ８ ０ ° の 範 囲 内 で 回 動 規 制 し て 、 結 局 、
３ ６ ０ ° 方 向 に 向 け る こ と が で き て 操 作 範 囲 の 拡 大 化 が 得 ら れ 、 湾 曲 部 の 湾 曲 方 向 と 回 動
規 制 範 囲 と を 一 致 さ せ て 、 操 作 性 の 向 上 を 図 れ る な ど の 効 果 を 奏 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
［ 実 施 例 ］
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 内 視 鏡 に つ い て 説 明 す る 。 　
　 図 １ は 内 視 鏡 の 外 観 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 　
　 内 視 鏡 本 体 Ｋ は 、 長 手 軸 Ｌ に 沿 っ て 長 尺 に 形 成 さ れ て い る 。 内 視 鏡 本 体 Ｋ の 先 端 側 は 被
検 体 の 管 腔 に 挿 入 可 能 な 軟 性 の 挿 入 部 １ か ら な り 、 こ の 挿 入 部 １ の 手 元 側 に 操 作 部 ２ が 一
体 に 連 結 さ れ て 構 成 さ れ る 。 　
　 上 記 操 作 部 ２ は 、 最 も 端 部 側 に 接 眼 部 ３ を 備 え 、 こ の 接 眼 部 ３ と 隣 接 す る 位 置 に 支 軸 ｄ
を 支 点 と し て 操 作 レ バ ー （ 操 作 手 段 ） ６ が 回 動 自 在 に 支 持 さ れ る 。 そ し て 、 操 作 レ バ ー ６
と 近 接 す る 部 位 に 送 気 ・ 送 水 用 弁 ８ が 設 け ら れ 、 こ の 送 気 ・ 送 水 用 弁 ８ と 離 間 し た 先 端 側
に は チ ャ ン ネ ル 口 金 ５ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 操 作 部 ２ の 操 作 レ バ ー ６ 近 傍 部 位 に は ラ
イ ト ガ イ ド ケ ー ブ ル ４ ａ が 連 結 さ れ て い て 、 こ の ラ イ ト ガ イ ド ケ ー ブ ル ４ ａ 先 端 に は 図 示
し な い 光 源 装 置 に 接 続 す る た め の コ ネ ク タ ４ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 挿 入 部 １ は 、 基 端 側 で あ る 操 作 部 ２ 側 か ら 先 端 に 亘 っ て 順 に 、 可 撓 管 部 １ Ａ と 湾 曲
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部 １ Ｂ お よ び 先 端 部 １ Ｃ が 一 列 に 連 結 し て 構 成 さ れ る 。 上 記 可 撓 管 部 １ Ａ は 、 一 定 以 上 の
外 力 を 加 え る こ と に よ っ て 追 従 的 に 撓 み 、 か つ 復 元 性 を 備 え る 可 撓 性 を 呈 す る 部 分 で あ る
。 上 記 湾 曲 部 １ Ｂ は 、 上 記 操 作 部 ２ の 操 作 レ バ ー ６ に 対 す る 操 作 に よ っ て 後 述 す る 湾 曲 駆
動 機 構 （ 図 示 し な い ） が 作 動 し 、 所 定 方 向 に 湾 曲 変 形 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 す な わ ち 、 操 作 レ バ ー ６ が 長 手 軸 Ｌ の 軸 方 向 と は 直 交 す る 方 向 に あ る 状 態 を 中 立 位 置 と
し て 、 こ の 中 立 位 置 か ら 操 作 レ バ ー ６ を 内 視 鏡 本 体 Ｋ の 先 端 方 向 に 回 動 操 作 す る こ と に よ
り 、 上 記 湾 曲 駆 動 機 構 が 作 用 し て 湾 曲 部 １ Ｂ を Ｕ Ｐ （ 上 ） 方 向 に 湾 曲 変 形 さ せ 、 中 立 位 置
か ら 操 作 レ バ ー ６ を 内 視 鏡 本 体 Ｋ の 基 端 側 に 回 動 操 作 す る こ と に よ り 、 湾 曲 駆 動 機 構 が 作
用 し て 湾 曲 部 １ Ｂ を 下 方 向 で あ る Ｄ Ｏ Ｗ Ｎ （ 下 ） 方 向 に 湾 曲 変 形 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 操 作 手 段 と し て 支 軸 ｄ を 支 点 と し て 回 動 操 作 す る 操 作 レ バ ー ６ を 適 用 し た が 、 こ れ に 限
定 さ れ る も の で は な く 、 た と え ば レ バ ー 全 体 が 移 動 す る ス ラ イ ド レ バ ー を 用 い て 上 記 湾 曲
機 構 を 作 用 さ せ る よ う に し て も よ く 、 あ る い は 電 気 信 号 を ア ク チ ュ エ ー タ に 与 え て 作 動 さ
せ る ス ラ イ ド ス イ ッ チ を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 操 作 レ バ ー ６ 、 ス ラ イ ド レ バ ー お よ び ス ラ イ ド ス イ ッ チ の い ず れ の 操 作 手 段 で あ っ
て も 、 操 作 方 向 と し て は 中 立 位 置 か ら 長 手 軸 Ｌ に 沿 う 所 定 方 向 お よ び 反 対 方 向 に 操 作 す る
こ と に な る 。 そ し て 、 い ず れ の 操 作 手 段 を 用 い て も 、 こ こ で は 湾 曲 部 １ Ｂ は Ｕ Ｐ （ 上 ） 方
向 と Ｄ Ｏ Ｗ Ｎ （ 下 ） 方 向 と の 、 対 称 の ２ 方 向 に 湾 曲 変 形 す る よ う に な っ て い る 。 　
　 図 １ （ Ａ ） に 示 す よ う に 操 作 レ バ ー ６ の 操 作 方 向 で あ る 長 手 軸 Ｌ を 基 準 に し て 、 こ の 長
手 軸 Ｌ に 沿 う 面 を 基 準 面 Ｎ と す る と 、 図 １ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 湾 曲 部 １ Ｂ は 基 準 面 Ｎ の 一
面 側 Ｎ ａ と 他 面 側 Ｎ ｂ に お い て 、 そ れ ぞ れ 湾 曲 変 形 す る こ と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ （ Ａ ） は 挿 入 部 １ の 先 端 側 の 断 面 図 で あ り 、 具 体 的 に は 可 撓 管 部 １ Ａ の 先 端 一 部 と
、 途 中 部 分 を 省 略 し た 湾 曲 部 １ Ｂ と 、 先 端 部 １ Ｃ の 断 面 図 で あ っ て 、 図 １ と は 左 右 逆 向 き
に し て 示 し て い る 。 図 ２ （ Ｂ ） は 図 ２ （ Ａ ） に お け る Ｂ － Ｂ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。 先 に
説 明 し た 図 １ の 上 下 位 置 と 図 ２ （ Ｂ ） の 上 下 位 置 が 対 応 し 、 図 ２ （ Ａ ） は 挿 入 部 １ 先 端 を
９ ０ ° 変 位 し て 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 可 撓 管 部 １ Ａ と 湾 曲 部 １ Ｂ お よ び 先 端 部 １ Ｃ か ら な る 挿 入 部 １ 全 て の 表 面 は 、 い わ ゆ る
ブ レ ー ド と 外 皮 か ら な る 軟 性 管 ５ ０ に よ っ て 被 覆 さ れ て い る 。 上 記 湾 曲 部 １ Ｂ に は 、 上 記
湾 曲 駆 動 機 構 ４ ０ を 構 成 す る 複 数 の 湾 曲 駒 ５ １ が 挿 入 部 １ の 長 手 軸 Ｌ の 軸 方 向 に 沿 っ て 一
列 に 並 べ て 配 置 さ れ る 。 そ し て 、 隣 接 す る 湾 曲 駒 ５ １ 相 互 は 軸 部 材 ５ ２ に よ っ て 上 下 方 向
に 回 動 す る よ う 枢 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 す な わ ち 、 隣 接 す る 湾 曲 駒 ５ １ の 端 縁 の 左 右 両 部 分 に 耳 片 を 他 方 の 湾 曲 駒 ５ １ に 突 き 出
す よ う に 設 け 、 隣 接 す る 耳 片 同 士 を 重 ね 合 わ せ る 。 そ し て 、 軸 部 材 ５ ２ を 重 な り 合 う 耳 片
の 両 方 に 亘 っ て 貫 通 さ せ 、 リ ベ ッ ト 止 め す る こ と に よ り 枢 支 部 ５ ３ が 構 成 さ れ る 。 　
　 こ の よ う に し て 湾 曲 駒 ５ １ の 左 右 部 分 に 枢 支 部 ５ ３ を 構 成 し て い る の で 、 湾 曲 部 １ Ｂ は
Ｕ Ｐ （ 上 ） 方 向 と 、 Ｄ Ｏ Ｗ Ｎ （ 下 ） 方 向 と の 対 称 の ２ 方 向 へ の み 湾 曲 操 作 さ れ る よ う に な
っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 枢 支 部 ５ ３ の 枢 支 軸 は 上 記 操 作 レ バ ー ６ を 支 持 す る 支 軸 ｄ の 軸 方 向 と 並 行 で あ り 、
長 手 軸 Ｌ の 軸 方 向 と は 直 交 す る 方 向 で も あ る 。 上 記 湾 曲 部 １ Ｂ は 、 こ れ ら 枢 支 部 ５ ３ の 枢
支 軸 も し く は 操 作 レ バ ー ６ の 支 軸 ｄ の 軸 方 向 を 境 に し て 、 上 部 側 で あ る Ｕ Ｐ 方 向 と 、 下 部
側 で あ る Ｄ Ｏ Ｗ Ｎ 方 向 と の 対 称 の ２ 方 向 に 湾 曲 操 作 さ れ る と 言 う こ と も で き る 。 　
　 図 ２ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 湾 曲 駒 ５ １ の 略 上 下 の 位 置 に は そ れ ぞ れ ガ イ ド リ ン グ ５ ４ が
付 設 さ れ て い て 、 上 下 そ れ ぞ れ の ガ イ ド リ ン グ ５ ４ に は 操 作 ワ イ ヤ ５ ５ が 別 々 に 挿 通 さ れ
て い る 。 ガ イ ド リ ン グ ５ ４ お よ び こ こ に 挿 通 さ れ る 操 作 ワ イ ヤ ５ ５ は 必 ず し も 正 確 に 真 上
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と 真 下 に 位 置 せ ず と も よ く 、 湾 曲 機 能 と し て は 上 下 位 置 と み な さ れ て 使 用 上 の 不 具 合 は な
い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 後 述 す る よ う に 先 端 部 に 組 み 込 ま れ る 内 蔵 部 材 の 配 置 を 優 先 す る た め に 、 操 作 ワ イ ヤ ５
５ の 位 置 を 中 心 か ら ず れ た 位 置 に 配 置 し て あ る 。 操 作 ワ イ ヤ ５ ５ の 先 端 は 、 最 先 端 に 位 置
す る 湾 曲 駒 ５ １ の ガ イ ド リ ン グ 内 に 差 し 込 ま れ た 状 態 で 半 田 等 の ろ う 付 け に よ り 固 着 さ れ
て い る 。 可 撓 管 部 １ Ａ に は ガ イ ド シ ー ス ５ ６ が 配 置 さ れ て い て 、 こ こ に 上 記 ２ 本 の 操 作 ワ
イ ヤ ５ ５ が 挿 通 さ れ る 。 　
　 上 記 ガ イ ド シ ー ス ５ ６ お よ び 操 作 ワ イ ヤ ５ ５ は 操 作 部 ２ 内 に 導 か れ 、 操 作 レ バ ー ６ に よ
っ て 操 作 さ れ る 湾 曲 駆 動 機 構 ４ ０ に 連 結 さ れ て い る 。 そ し て 、 操 作 レ バ ー ６ を 中 立 位 置 か
ら 所 定 方 向 に 回 動 操 作 す れ ば 、 湾 曲 駆 動 機 構 ４ ０ は 一 方 の 操 作 ワ イ ヤ ５ ５ を 押 し 出 し 、 同
時 に 他 方 の 操 作 ワ イ ヤ ５ ５ を 引 き 込 む 方 向 へ 移 動 さ せ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 挿 入 部 １ の 先 端 を 構 成 す る 先 端 部 １ Ｃ 内 に は チ ャ ン ネ ル チ ュ ー ブ ５ ７ が 設 け ら れ る 。 図
２ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 挿 入 部 １ を 横 か ら 見 る と き 、 チ ャ ン ネ ル チ ュ ー ブ ５ ７ は 挿 入 部 １
の 長 手 軸 Ｌ の 方 向 に 沿 っ て 平 行 に 設 け ら れ る 。 図 ２ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 図 ２ （ Ａ ） の Ｂ
－ Ｂ 線 に 沿 う 断 面 の 位 置 で は 、 チ ャ ン ネ ル チ ュ ー ブ ５ ７ は 上 記 ２ 本 の 操 作 ワ イ ヤ ５ ５ と 、
そ れ ぞ れ の 操 作 ワ イ ヤ ５ ５ が 挿 通 す る ガ イ ド リ ン グ ５ ４ の 相 互 間 に 設 け ら れ る 。 先 端 部 １
Ｃ 内 に は 、 第 １ 対 物 レ ン ズ と 第 ２ 対 物 レ ン ズ お よ び イ メ ー ジ ガ イ ド フ ァ イ バ 等 か ら 構 成 さ
れ る 観 察 用 対 物 光 学 系 ５ ８ と 、 照 明 レ ン ズ お よ び ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ 等 か ら 構 成 さ れ る
照 明 光 学 系 ５ ９ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 再 び 図 １ に 示 す よ う に 、 挿 入 部 １ を 構 成 す る 可 撓 管 部 １ Ａ の 基 端 部 と 上 記 操 作 部 ２ と の
間 に は 、 挿 入 部 １ を 長 手 軸 Ｌ 回 り に 所 定 角 度 の 範 囲 内 で 回 動 自 在 と す る 回 動 機 構 部 ７ が 設
け ら れ て い る 。 こ の 回 動 機 構 部 ７ は 、 湾 曲 部 １ Ｂ を 含 む 挿 入 部 １ を 所 定 の 回 転 角 度 位 置 で
規 制 す る た め の ス ト ッ パ 機 構 ６ ０ を 備 え て い る 。 　
　 以 下 、 回 動 機 構 部 ７ と 、 ス ト ッ パ 機 構 ６ ０ に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 ３ は 回 動 機 構 部
７ を 中 心 に し て 、 操 作 部 ２ と 挿 入 部 １ 基 端 の 一 部 を 長 手 軸 Ｌ を 境 に し て 上 半 分 を 断 面 し 、
下 半 分 を 側 面 視 と し て 示 す 一 部 断 面 図 で あ る 。 図 ４ （ Ａ ） は 図 ３ の Ａ － Ａ 線 に 沿 う 断 面 図
、 図 ４ （ Ｂ ） は 図 ３ の Ｂ － Ｂ 線 に 沿 う 断 面 図 、 図 ４ （ Ｃ ） は 図 ３ の Ｃ － Ｃ 線 に 沿 う 断 面 図
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 は じ め に 回 動 機 構 部 ７ か ら 説 明 す る と 、 上 記 挿 入 部 １ の 外 形 を 構 成 す る ブ レ ー ド と 外 皮
と か ら な る 軟 性 管 ５ ０ の 手 元 側 端 部 が 、 回 動 機 構 部 ７ の 内 径 に 位 置 す る 円 筒 状 の 後 端 口 金
９ に 嵌 着 固 定 さ れ て い る 。 こ の 後 端 口 金 ９ の 内 径 寸 法 は 上 記 軟 性 管 ５ ０ の 内 径 寸 法 と 略 同
一 に 形 成 さ れ て い て 、 後 端 口 金 ９ と 軟 性 管 ５ ０ の 内 部 に は 先 に 説 明 し た 操 作 ワ イ ヤ ５ ５ 、
チ ャ ン ネ ル チ ュ ー ブ ５ ７ 、 観 察 用 対 物 光 学 系 ５ ８ お よ び 照 明 光 学 系 （ ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ
バ ） ５ ９ 等 が 挿 通 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 後 端 口 金 ９ の 先 端 部 に は 、 外 径 が 一 段 小 さ く な っ た 段 差 部 １ ３ が 設 け ら れ て い て 、
こ の 段 差 部 １ ３ の 周 面 は ね じ 加 工 さ れ て い る 。 こ の ね じ 部 に は 、 基 端 か ら 先 端 に 亘 っ て テ
ー パ ー 状 に 形 成 さ れ る 回 動 操 作 摘 み ６ １ の 芯 部 ６ １ ａ が 螺 着 さ れ て い る 。 上 記 芯 部 ６ １ ａ
は 回 動 操 作 摘 み ６ １ と 同 様 に テ ー パ ー 状 に 形 成 さ れ て い て 、 芯 部 ６ １ ａ と 回 転 操 作 摘 み ６
１ と は 一 体 化 さ れ る と と も に 、 回 転 操 作 摘 み ６ １ 内 径 に は 上 記 軟 性 管 ５ ０ が 嵌 め 込 ま れ た
状 態 で 挿 通 さ れ る 。 そ し て 、 芯 部 ６ １ ａ と 後 端 口 金 ９ と が ね じ 部 を 介 し て ね じ 込 ま れ て い
る と こ ろ か ら 、 こ れ ら 回 動 操 作 摘 み ６ １ と 芯 部 ６ １ ａ と 後 端 口 金 ９ お よ び 軟 性 管 ５ ０ は 全
て 一 体 化 さ れ て い る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 後 端 口 金 ９ は 、 操 作 部 ２ の 内 径 部 を 構 成 す る 連 結 部 材 １ ０ に 回 転 自 在 に 嵌 め 込 ま れ
て い る 。 連 結 部 材 １ ０ の 後 端 部 は 操 作 部 ２ 先 端 内 径 部 に 嵌 め 込 ま れ 、 か つ 連 結 部 材 １ ０ の
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後 端 面 が 操 作 部 ２ の 内 径 に 一 体 に 突 設 さ れ る 支 持 片 部 ２ ａ に 取 付 け ね じ １ ６ を 介 し て 取 付
け 固 定 さ れ る 。 　
　 連 結 部 材 １ ０ の 先 端 近 傍 内 径 側 に 段 差 部 １ １ が 設 け ら れ 、 こ の 段 差 部 １ １ と 後 端 口 金 ９
に 設 け ら れ る 段 差 部 １ ２ と が 長 手 軸 Ｌ 方 向 に 沿 っ て 係 止 し て お り 、 後 端 口 金 ９ は 図 の 位 置
か ら 先 端 方 向 へ は 移 動 で き な い 。 す な わ ち 、 後 端 口 金 ９ は 連 結 部 材 １ ０ に 対 し て 長 手 軸 Ｌ
方 向 に は 移 動 で き ず 、 か つ 長 手 軸 Ｌ 回 り に は 回 転 自 在 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 後 端 口 金 ９ の 外 周 面 で あ っ て 、 段 差 部 １ ２ と 芯 部 ６ １ ａ と の 間 に は Ｏ リ ン グ １ ５ が 設 け
ら れ て お り 、 連 結 部 材 １ ０ と 後 端 口 金 ９ の 嵌 合 部 隙 間 か ら の 水 漏 れ を 防 止 す る と と も に 、
挿 入 部 １ を 軸 回 り に 回 転 す る 際 の 摺 動 抵 抗 と し て 作 用 す る 。 上 記 連 結 部 材 １ ０ の 先 端 は 芯
部 ６ １ ａ の 後 端 面 に 当 接 す る と こ ろ か ら 、 連 結 部 材 １ ０ も 図 の 位 置 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 後 端 口 金 ９ の 手 元 側 端 部 外 径 の み 連 結 部 材 １ ０ の 内 径 と 間 隙 を 存 す る よ う に 設 計 さ れ て
い る 。 図 ４ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 後 端 口 金 ９ の 後 端 部 近 傍 に は 基 準 位 置 （ 時 計 の 文 字 盤 に
例 え る と １ ２ 時 の 位 置 ） に 係 止 部 で あ る 係 止 ピ ン １ ７ が 取 付 け ら れ て い る 。 こ の 係 止 ピ ン
１ ７ の 頭 部 は 後 端 口 金 ９ の 外 周 面 か ら 突 出 し 、 連 結 部 材 １ ０ の 内 周 面 に 当 接 し て い る 。 後
述 す る よ う に 回 動 操 作 摘 み ６ １ を 回 動 操 作 し た 状 態 で 、 軟 性 管 ５ ０ お よ び 後 端 口 金 ９ が 一
体 に 回 動 す る が 、 こ の と き 係 止 ピ ン １ ７ の 頭 部 が 連 結 部 材 １ ０ の 内 周 面 に 沿 っ て 摺 接 す る
よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ４ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 連 結 部 材 １ ０ に お け る 係 止 ピ ン １ ７ の 同 一 周 上 に は 、 回 動 規
制 手 段 で あ る ２ 本 の 受 け ピ ン １ ８ が 設 け ら れ て い る 。 そ れ ぞ れ の 受 け ピ ン １ ８ は 、 湾 曲 部
１ Ｂ が 非 湾 曲 状 態 の と き の 係 止 ピ ン １ ７ 位 置 を 基 準 に し て 左 右 に そ れ ぞ れ 略 ９ ０ ° の 位 置
に あ っ て 、 そ の 頭 部 は 連 結 部 材 １ ０ の 外 周 面 か ら 没 入 し 、 先 端 は 連 結 部 材 １ ０ の 内 周 面 か
ら 突 出 し て 後 端 口 金 ９ の 外 周 面 に 当 接 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の こ と か ら 、 回 動 操 作 摘 み ６ １ を 回 動 操 作 し て 後 端 口 金 ９ を 回 動 す る と 、 係 止 ピ ン １
７ が 基 準 位 置 か ら 移 動 し て 、 つ い に は 係 止 ピ ン １ ７ の 頭 部 が 受 け ピ ン １ ８ の 突 出 す る 先 端
に 当 接 す る 。 互 い の 当 接 位 置 は 、 係 止 ピ ン １ ７ が 基 準 位 置 か ら 左 右 に 略 ９ ０ ° 、 合 計 略 １
８ ０ ° 回 動 す る 位 置 で あ り 、 そ れ 以 上 の 後 端 口 金 ９ の 回 動 は 受 け ピ ン １ ８ に よ っ て 規 制 さ
れ 回 動 で き な い よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ３ の Ｂ － Ｂ 線 に 沿 う 位 置 の 連 結 部 材 １ ０ 一 部 に は 、 こ の 外 周 面 一 部 と 内 周 面 一 部 と に
亘 っ て 切 欠 さ れ る 空 間 部 ３ ５ が 設 け ら れ る 。 図 ４ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 連 結 部 材 １ ０ に は
板 ば ね ３ ６ の 一 端 部 が 取 付 け ね じ ６ ５ を 介 し て 取 付 け 固 定 さ れ る 。 板 ば ね ３ ６ の 他 端 部 は
、 空 間 部 ３ ５ に 対 し て 露 出 す る 後 端 口 金 ９ に 向 け て 突 出 し て い る 。 板 ば ね ３ ６ の 他 端 部 先
端 に は 略 半 円 状 に 曲 成 さ れ る 掛 止 部 ６ ６ が 一 体 に 設 け ら れ て い て 、 後 端 口 金 ９ に 設 け ら れ
る 断 面 半 円 状 の 溝 部 ３ ４ に 掛 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の こ と か ら 、 後 端 口 金 ９ を 図 ４ （ Ｂ ） の 位 置 か ら 左 右 い ず れ か の 方 向 に 回 動 す れ ば 、
後 端 口 金 ９ の 溝 部 ３ ４ が 板 ば ね ３ ６ を 弾 性 変 形 さ せ て 掛 止 部 ６ ６ か ら 抜 け 出 る 。 図 ４ （ Ｂ
） の 位 置 に 戻 せ ば 、 ふ た た び 板 ば ね ３ ６ が 弾 性 変 形 し 後 端 口 金 ９ の 溝 部 ３ ４ が 板 ば ね ３ ６
の 掛 止 部 ３ ４ に 掛 合 さ れ て 、 い わ ゆ る ク リ ッ ク 感 が 得 ら れ る よ う に な っ て い る 。 　
　 図 ３ の Ｃ － Ｃ 線 に 沿 う 断 面 位 置 に は 、 連 結 部 材 １ ０ と 、 連 結 部 材 １ ０ の 外 周 を 構 成 す る
円 筒 状 の ケ ー ス ２ ５ と に 亘 っ て 空 間 部 １ ９ が 設 け ら れ て い て 、 こ の 空 間 部 １ ９ に ス ト ッ パ
機 構 ６ ０ が 設 け ら れ て い る 。 以 下 、 ス ト ッ パ 機 構 ６ ０ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ４ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 空 間 部 １ ９ に お け る 連 結 部 材 １ ０ に は 長 手 軸 Ｌ 方 向 と 並 行 に
支 持 ピ ン ２ ３ が 架 設 さ れ て い て 、 こ の 支 持 ピ ン ２ ３ に 係 止 爪 ２ ０ が 回 動 自 在 に 枢 支 さ れ る
。 係 止 爪 ２ ０ は 、 そ の 内 縁 お よ び 外 縁 と も 円 弧 状 に 形 成 さ れ る 板 体 で あ り 、 特 に 内 縁 側 の
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一 部 に は 後 端 口 金 ９ の 外 周 面 方 向 に 突 出 す る 爪 部 ２ １ が 一 体 に 設 け ら れ る 。 　
　 一 方 、 後 端 口 金 ９ の 空 間 部 １ ９ と 対 向 す る 外 周 面 部 位 に は 、 爪 部 ２ １ と 噛 合 可 能 な 鋸 歯
状 の 連 続 溝 ２ ２ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 連 続 溝 ２ ２ は 、 図 ４ （ Ａ ） に 示 す 後 端 口 金 ９ が 基
準 位 置 か ら 長 手 軸 Ｌ 回 り に 左 右 に 最 大 略 ９ ０ ° 回 動 し た と し て も 、 必 ず 上 記 爪 部 ２ １ が 噛
合 す る 範 囲 に 亘 っ て 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ４ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 上 記 支 持 ピ ン ２ ３ に は 巻 き ば ね ２ ４ が 巻 装 さ れ て い て 、 こ の
巻 き ば ね ２ ４ の 一 方 の 端 部 は 係 止 爪 ２ ０ に 掛 止 さ れ 、 他 方 の 端 部 は 連 結 部 材 １ ０ に 掛 止 さ
れ る 。 巻 ば ね ２ ４ は 支 持 ピ ン ２ ３ を 支 点 と し て 係 止 爪 ２ ０ を 反 時 計 回 り 方 向 に 回 動 す る よ
う に 弾 性 的 に 押 圧 付 勢 し て い て 、 こ の 付 勢 方 向 は 係 止 爪 ２ ０ に 設 け ら れ る 爪 部 ２ １ が 連 続
溝 ２ ２ に 噛 合 す る 方 向 で も あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 上 記 ケ ー ス ２ ５ の 外 周 面 に は 操 作 リ ン グ ２ ６ が 嵌 め 込 ま れ て い る 。 こ の 操 作 リ ン グ ２ ６
は 、 図 ３ に 示 す よ う に 連 結 部 材 １ ０ の 先 端 部 に 設 け ら れ る 固 定 部 材 ３ ７ と ケ ー ス ２ ５ の 外
周 部 に 設 け ら れ る 段 差 部 ３ ８ と の 間 に 介 設 さ れ 、 長 手 軸 Ｌ 回 り に 回 転 可 能 で あ り 、 か つ 長
手 軸 Ｌ に 沿 う 方 向 に は 移 動 し な い よ う に 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 再 び 図 ４ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 操 作 リ ン グ ２ ６ の 外 周 面 は 、 術 者 が 指 で 回 転 操 作 し 易 い
よ う に 凹 凸 状 に 成 形 さ れ る 。 操 作 リ ン グ ２ ６ に は 操 作 ピ ン ２ ８ が 設 け ら れ て い て 、 こ の 操
作 ピ ン ２ ８ の 先 端 は 上 記 空 間 部 １ ９ に 突 出 し て 係 止 爪 ２ ０ の 外 縁 ２ ７ 一 側 部 に 当 接 し て い
る 。 上 記 操 作 リ ン グ ２ ６ は 、 後 述 す る よ う に 図 ４ （ Ｃ ） の 状 態 か ら 時 計 回 り 方 向 に 所 定 角
度 だ け 回 動 可 能 な よ う に 設 け ら れ 、 操 作 ピ ン ２ ８ 先 端 の 係 止 爪 外 縁 ２ ７ に 当 接 す る 位 置 も
、 外 縁 一 側 部 か ら 他 側 部 に 亘 る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 そ し て 、 図 ４ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 操 作 ピ ン ２ ８ が 支 持 ピ ン ２ ３ か ら 最 も 遠 位 端 に 位 置
す る と き に は 、 巻 き ば ね ２ ４ の 係 止 爪 ２ ０ に 対 す る 弾 性 付 勢 方 向 と 一 致 し 、 操 作 ピ ン ２ ８
は 係 止 爪 ２ ０ に 当 接 し て 係 止 爪 ２ ０ の 浮 き 上 が り を 防 止 す る 。 図 ４ （ Ｃ ） の 状 態 か ら 操 作
リ ン グ ２ ６ を 時 計 回 り 方 向 に 回 動 し て 、 操 作 ピ ン ２ ８ の 先 端 が 図 の 二 点 鎖 線 に 示 す 係 止 爪
外 縁 ２ ７ の 他 側 部 に 当 接 す る 位 置 で は 、 係 止 爪 ２ ０ に 対 す る 巻 ば ね ２ ４ の 弾 性 付 勢 力 に 抗
し て 爪 部 ２ １ を 連 続 溝 ２ ２ か ら 強 制 的 に 離 間 さ せ る よ う に 付 勢 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 操 作 リ ン グ ２ ６ 上 の 操 作 ピ ン ２ ８ と 長 手 軸 Ｌ を 介 し て ほ ぼ 対 称 の 位 置 に は 、 位 置 決 め ピ
ン ２ ９ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 位 置 決 め ピ ン ２ ９ の 先 端 に は ス リ ッ ト ３ １ が 形 成 さ れ て お
り 、 ケ ー ス ２ ５ に 設 け ら れ る ガ イ ド 溝 ３ ０ に 嵌 合 し て い る 。 上 記 ガ イ ド 溝 ３ ０ は 操 作 リ ン
グ ２ ６ の 回 動 範 囲 を 所 定 の 範 囲 内 に 規 制 す る 角 度 に 設 け ら れ て い て 、 ガ イ ド 溝 ３ ０ の 両 側
端 部 に は 大 径 部 ３ ２ が 設 け ら れ る 。 そ れ ぞ れ の 大 径 部 に 位 置 決 め ピ ン ２ ９ 先 端 の ス リ ッ ト
３ １ が 嵌 る と 、 ス リ ッ ト ３ １ の 撓 み 変 化 に よ っ て ク リ ッ ク 感 が 生 じ る よ う に な っ て い る 。
こ の よ う に し て ス ト ッ パ 機 構 ６ ０ が 構 成 さ れ 、 こ の ス ト ッ パ 機 構 ６ ０ を 備 え た 回 動 機 構 部
７ が 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 操 作 リ ン グ ２ ６ の 両 端 部 近 傍 の 内 径 と ケ ー ス ２ ５ の 外 径 と の 間 に は
Ｏ リ ン グ ３ ３ 、 ３ ３ が 介 設 さ れ て い て 、 操 作 リ ン グ ２ ６ と ケ ー ス ２ ５ と の 嵌 合 部 隙 間 か ら
の 水 漏 れ を 防 止 す る と と も に 、 操 作 リ ン グ ２ ６ を 回 転 す る 際 の 摺 動 抵 抗 と し て 作 用 す る 。
こ こ で は 後 端 口 金 ９ お よ び 操 作 リ ン グ ２ ６ な ど の 可 動 部 に お け る 水 密 構 造 の み を 開 示 し て
い る が 、 そ れ 以 外 の 固 定 部 、 接 続 部 に つ い て も 接 着 加 工 や 、 Ｏ リ ン グ 等 を 用 い た 方 法 に よ
っ て 水 密 構 造 と す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の よ う な 内 視 鏡 の 操 作 部 ２ に 対 す る 操 作 に つ い て 、 図 ５ な い し 図 ７ に も と づ い て 説 明
す る 。 図 ５ は 操 作 レ バ ー ６ が 中 立 位 置 に あ る と き の 挿 入 部 １ 先 端 の 形 態 と 回 動 機 構 部 ７ に
対 す る 作 用 を 説 明 す る 図 、 図 ６ （ Ａ ） は 操 作 レ バ ー ６ を Ｕ Ｐ 操 作 し た と き の 挿 入 部 １ 先 端
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の 形 態 を 示 す 図 、 図 ６ （ Ｂ ） は そ の 状 態 で の 回 動 機 構 部 ７ に 対 す る 作 用 を 説 明 す る 図 、 図
７ （ Ａ ） は 操 作 レ バ ー ６ を Ｄ Ｏ Ｗ Ｎ 操 作 し た と き の 挿 入 部 １ 先 端 の 形 態 を 示 す 図 、 図 ７ （
Ｂ ） は そ の 状 態 で の 回 動 機 構 部 ７ に 対 す る 作 用 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 操 作 レ バ ー ６ が 内 視 鏡 本 体 Ｋ の 長 手 軸 Ｌ と 直 交 す る 方 向 の 位 置 （ 中
立 位 置 ） に あ る と き 、 挿 入 部 １ 先 端 は 直 状 に な っ て い る 。 こ の と き 、 図 ４ （ Ｃ ） に 示 す よ
う に 巻 ば ね ２ ４ の 弾 性 付 勢 力 に よ っ て 爪 部 ２ １ が 後 端 口 金 ９ の 連 続 溝 ２ ２ に 噛 合 す る 状 態
に あ れ ば 、 ス ト ッ パ 機 構 ６ ０ が 作 用 し て 挿 入 部 １ の 回 転 が 規 制 さ れ 、 挿 入 部 １ を 回 転 さ せ
よ う と し て 入 力 を 加 え て も 回 転 し な い 。 操 作 ピ ン ２ ８ は 係 止 爪 ２ ０ の 外 縁 ２ ７ 一 側 部 に 当
接 し て 係 止 爪 ２ ０ の 浮 き 上 が り を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 必 要 に 応 じ て 挿 入 部 １ の 回 転 を な す に は 、 予 め ス ト ッ パ 機 構 ６ ０ の 規 制 を 解 除 す る 。 す
な わ ち 、 操 作 リ ン グ ２ ６ を 図 ４ （ Ｃ ） の 状 態 か ら 時 計 回 り 方 向 に 回 動 し て 、 操 作 ピ ン ２ ８
を 図 の 二 点 鎖 線 に 示 す 位 置 に 変 位 す る と 、 位 置 決 め ピ ン ２ ９ が ガ イ ド 溝 ３ ０ の 反 対 側 の 端
部 に 当 接 し て 操 作 リ ン グ ２ ６ の 回 転 が 規 制 さ れ る 。 こ の 位 置 で は 操 作 ピ ン ２ ８ が 巻 き ば ね
２ ４ の 弾 性 付 勢 力 に 抗 し て 係 止 爪 ２ ０ の 爪 部 ２ １ 側 端 部 を 持 ち 上 げ 、 爪 部 ２ １ が 連 続 溝 ２
２ か ら 外 れ る 。 そ の た め 、 ス ト ッ パ 機 構 ６ ０ の 規 制 が 解 除 さ れ て 挿 入 部 １ は 長 手 軸 Ｌ 回 り
に 回 転 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 挿 入 部 １ を 回 動 操 作 す る に は 、 図 ３ に 示 す 回 動 操 作 摘 み ６ １ を 持 っ て 行 う 。 挿 入 部 １ を
構 成 す る 可 撓 管 部 １ Ａ と 湾 曲 部 １ Ｂ お よ び 先 端 部 １ Ｃ は 一 体 に 長 手 軸 Ｌ 回 り に 回 動 す る 。
回 動 操 作 摘 み ６ １ の 回 動 範 囲 は 、 係 止 ピ ン １ ７ が 左 右 い ず れ か 一 方 の 受 け ピ ン １ ８ に 当 接
し て 回 動 が 規 制 さ れ る こ と に よ っ て 定 ま る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 す な わ ち 、 図 ４ （ Ａ ） と 図 ５ に 示 す よ う に 、 係 止 ピ ン １ ７ が 基 準 位 置 Ｓ に あ る 状 態 か ら
回 動 操 作 摘 み ６ １ を 時 計 回 り 方 向 も し く は 反 時 計 回 り 方 向 に 回 動 す る と 、 係 止 ピ ン １ ７ は
左 右 両 方 の 受 け ピ ン １ ８ に 当 接 す る 左 右 略 ９ ０ ° の 範 囲 内 で 回 動 自 在 で あ り 、 回 動 操 作 摘
み ６ １ と と も に 挿 入 部 １ 全 体 が 合 計 で 略 １ ８ ０ ° の 範 囲 内 で 回 動 自 在 と な る 。 　
　 湾 曲 部 １ Ｂ を Ｕ Ｐ （ 上 ） 方 向 に 湾 曲 さ せ る に は 、 図 ６ （ Ａ ） に 示 す よ う に 操 作 レ バ ー ６
を 長 手 軸 Ｌ と 直 交 す る 方 向 の 中 立 位 置 か ら 長 手 軸 Ｌ に 沿 う 所 定 方 向 で あ る 、 こ こ で は 反 時
計 回 り 方 向 に 回 動 操 作 す る 。 通 常 、 操 作 レ バ ー ６ に 対 す る 回 動 操 作 角 度 と 湾 曲 部 １ Ｂ の 湾
曲 角 度 と は 一 致 し な い が 、 湾 曲 部 １ Ｂ は 係 止 ピ ン １ ７ の 基 準 位 置 Ｓ と 一 致 す る Ｕ Ｐ （ 上 ）
方 向 に 湾 曲 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 上 述 し た よ う に 操 作 リ ン グ ２ ６ を 回 動 し て ス ト ッ パ 機 構 ６ ０ を 解 除 す れ ば 、 図 ６ （ Ｂ ）
に 示 す よ う に Ｕ Ｐ 方 向 に 湾 曲 す る 湾 曲 部 １ Ｂ が 長 手 軸 Ｌ 回 り に 回 動 可 能 に な る 。 回 動 操 作
摘 み ６ １ を も っ て 左 方 向 （ 反 時 計 回 り 方 向 ） に 回 動 操 作 す る と 、 係 止 ピ ン １ ７ が 基 準 位 置
Ｓ か ら 先 端 が 白 抜 き 矢 印 に 示 す 方 向 に 移 動 し て 左 側 の 受 け ピ ン １ ８ に 当 接 す る ま で の 略 ９
０ ° の 範 囲 内 で 回 動 で き 、 湾 曲 部 １ Ｂ は 挿 入 部 １ と と も に 同 方 向 に 同 一 角 度 の 範 囲 内 で 回
動 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 上 記 回 動 操 作 摘 み ６ １ を も っ て 右 方 向 （ 時 計 回 り 方 向 ） に 回 動 操 作 す る と 、 係 止
ピ ン １ ７ が 基 準 位 置 Ｓ か ら 先 端 が 黒 塗 り 矢 印 に 示 す 方 向 に 移 動 し て 右 側 の 受 け ピ ン １ ８ に
当 接 す る ま で の 略 ９ ０ ° の 範 囲 内 で 回 動 で き 、 湾 曲 部 １ Ｂ と と も に 挿 入 部 １ は 同 方 向 に 同
一 角 度 だ け 回 動 す る 。 　
　 結 局 、 係 止 ピ ン １ ７ の 基 準 位 置 Ｓ と 一 致 す る 位 置 で Ｕ Ｐ （ 上 ） 方 向 に 湾 曲 す る 湾 曲 部 １
Ｂ は 、 同 位 置 か ら 左 右 に 略 ９ ０ ° の 範 囲 内 で 回 動 可 能 で あ り 、 合 計 で １ ８ ０ ° の 範 囲 内 で
Ｕ Ｐ （ 上 ） 方 向 に 向 い た 状 態 で 回 動 可 能 と な る 。 任 意 の 角 度 位 置 で ス ト ッ パ 機 構 ６ ０ を 作
用 さ せ れ ば 、 そ の 角 度 を 確 実 に 固 定 保 持 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
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　 な お 説 明 す れ ば 、 Ｕ Ｐ （ 上 ） 方 向 に 湾 曲 す る 上 記 湾 曲 部 １ Ｂ は 、 操 作 レ バ ー ６ の 操 作 方
向 で も あ る 長 手 軸 Ｌ に 沿 う 面 を 基 準 と す る 基 準 面 Ｎ の 一 面 側 （ 基 準 面 Ｎ の 上 部 側 で も あ る
の で 、 “ 上 部 領 域 ” と も 呼 べ る ） Ｎ ａ に お い て 、 略 １ ８ ０ ° の 範 囲 内 で 回 動 可 能 と な っ て
い る 。 　
　 し た が っ て 、 湾 曲 部 １ Ｂ の 湾 曲 方 向 （ Ｕ Ｐ ／ 上 ） と 、 回 動 機 構 部 ７ の 湾 曲 部 １ Ｂ に 対 す
る 回 動 規 制 範 囲 （ 一 面 側 ／ 上 部 領 域 ） と が 一 致 し て 、 術 者 は 操 作 を 迷 う こ と が な い 。 そ し
て 、 回 動 操 作 摘 み ６ １ に 対 す る 回 動 方 向 お よ び 回 動 量 と 、 湾 曲 部 １ Ｂ を 含 め た 挿 入 部 １ の
回 動 方 向 お よ び 回 動 量 が 正 し く 一 致 す る の で 、 極 め て 操 作 性 が よ く な る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 湾 曲 部 １ Ｂ を Ｄ Ｏ Ｗ Ｎ （ 下 ） 方 向 に 湾 曲 さ せ る に は 、 図 ７ （ Ａ ） に 示 す よ う に 操 作 レ バ
ー ６ を 長 手 軸 Ｌ と 直 交 す る 方 向 の 中 立 位 置 か ら 反 対 方 向 で あ る 、 こ こ で は 時 計 回 り 方 向 に
回 動 操 作 す る 。 こ の 場 合 も 、 操 作 レ バ ー ６ の 回 動 角 度 と 湾 曲 部 １ Ｂ の Ｄ Ｏ Ｗ Ｎ 角 度 と は 一
致 し な い が 、 湾 曲 部 １ Ｂ は 係 止 ピ ン １ ７ の 基 準 位 置 Ｓ か ら 長 手 軸 Ｌ 対 称 と な る Ｄ Ｏ Ｗ Ｎ （
下 ） 方 向 に 向 く 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 操 作 リ ン グ ２ ６ を 回 動 し て ス ト ッ パ 機 構 ６ ０ を 解 除 す れ ば 、 図 ７ （ Ｂ ） に 示 す よ う に Ｄ
Ｏ Ｗ Ｎ （ 下 ） 方 向 に 湾 曲 す る 湾 曲 部 １ Ｂ が 長 手 軸 Ｌ 回 り に 回 動 可 能 に な る 。 回 動 操 作 摘 み
６ １ を も っ て 左 方 向 （ 反 時 計 回 り 方 向 ） に 回 動 操 作 す る と 、 係 止 ピ ン １ ７ が 基 準 位 置 Ｓ か
ら 先 端 が 白 抜 き 矢 印 方 向 に 移 動 し て 左 側 の 受 け ピ ン １ ８ に 当 接 す る ま で の 略 ９ ０ ° の 範 囲
内 で 回 動 す る 。 Ｄ Ｏ Ｗ Ｎ （ 下 ） 方 向 に 向 い て い る 湾 曲 部 １ Ｂ は 、 基 準 位 置 Ｓ と 長 手 軸 Ｌ 対
称 の 位 置 か ら 先 端 が 白 抜 き 矢 印 に 示 す 反 時 計 回 り 方 向 に 挿 入 部 １ と と も に 同 角 度 だ け 回 動
す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 さ ら に 、 回 動 操 作 摘 み ６ １ を も っ て 右 方 向 （ 時 計 回 り 方 向 ） に 回 動 操 作 す る と 、 係 止 ピ
ン １ ７ が 基 準 位 置 Ｓ か ら 先 端 が 黒 塗 り 矢 印 に 示 す 方 向 に 移 動 し て 右 側 の 受 け ピ ン １ ８ に 当
接 す る ま で の 略 ９ ０ ° の 範 囲 で 回 動 す る 。 Ｄ Ｏ Ｗ Ｎ （ 下 ） 方 向 に 向 い て い る 湾 曲 部 １ Ｂ は
、 基 準 位 置 Ｓ と 長 手 軸 Ｌ 対 称 の 位 置 か ら 先 端 が 黒 塗 り 矢 印 に 示 す 時 計 回 り 方 向 に 挿 入 部 １
と と も に 同 角 度 だ け 回 動 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 結 局 、 係 止 ピ ン １ ７ の 基 準 位 置 Ｓ と 一 致 す る 位 置 で Ｄ Ｏ Ｗ Ｎ （ 下 ） 方 向 に 湾 曲 す る 湾 曲
部 １ Ｂ は 、 同 位 置 か ら 左 右 に 略 ９ ０ ° の 範 囲 内 で 回 動 可 能 で あ り 、 合 計 で １ ８ ０ ° の 範 囲
内 で Ｄ Ｏ Ｗ Ｎ （ 下 ） 方 向 に 向 い た 状 態 で 回 動 可 能 と な る 。 任 意 の 角 度 位 置 で ス ト ッ パ 機 構
６ ０ を 作 用 さ せ れ ば 、 そ の 角 度 を 確 実 に 固 定 保 持 す る 。 　
　 な お 説 明 す れ ば 、 Ｄ Ｏ Ｗ Ｎ （ 下 ） 方 向 に 湾 曲 す る 上 記 湾 曲 部 １ Ｂ は 、 操 作 レ バ ー ６ の 操
作 方 向 で も あ る 長 手 軸 Ｌ に 沿 う 面 を 基 準 と す る 基 準 面 Ｎ の 他 面 側 （ 基 準 面 Ｎ の 下 部 側 で も
あ る の で 、 “ 下 部 領 域 ” と も 呼 べ る ） Ｎ ｂ に お い て 、 略 １ ８ ０ ° の 範 囲 内 で 回 動 可 能 で あ
る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 し た が っ て 、 湾 曲 部 １ Ｂ の 湾 曲 方 向 （ Ｄ Ｏ Ｗ Ｎ ／ 下 ） と 、 回 動 機 構 部 ７ の 湾 曲 部 １ Ｂ に
対 す る 回 動 規 制 範 囲 （ 他 面 側 ／ 下 部 領 域 ） と が 一 致 し て 、 術 者 は 操 作 を 迷 う こ と が な い 。
そ し て 、 回 動 操 作 摘 み ６ １ に 対 す る 回 動 方 向 お よ び 回 動 量 と 、 湾 曲 部 １ Ｂ を 含 め た 挿 入 部
１ の 回 動 方 向 お よ び 回 動 量 が 正 し く 一 致 す る の で 、 極 め て 操 作 性 が よ く な る 。 　
　 こ の よ う に し て 、 湾 曲 部 １ Ｂ を 直 状 状 態 か ら 操 作 レ バ ー ６ を 操 作 し て 所 定 方 向 と 反 対 方
向 と の 対 称 ２ 方 向 に 湾 曲 さ せ る こ と が で き 、 操 作 部 ２ か ら 挿 入 部 １ に 挿 通 し 湾 曲 部 １ Ｂ に
連 結 す る 操 作 ワ イ ヤ ５ ５ が ２ 本 で す む か ら 、 挿 入 部 １ 直 径 の 拡 大 化 を 抑 制 し て 細 径 化 を 図
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 基 準 面 Ｎ の 一 面 側 （ 上 部 領 域 ） Ｎ ａ と 他 面 側 （ 下 部 領 域 ） Ｎ ｂ の そ れ ぞ れ に お い て 、 湾
曲 部 １ Ｂ を 左 右 に ９ ０ ° ず つ 、 合 計 １ ８ ０ ° の 範 囲 で 回 動 で き る 。 結 局 、 内 視 鏡 本 体 Ｋ を
同 一 姿 勢 に 保 持 し た ま ま 湾 曲 部 １ Ｂ を 合 計 ３ ６ ０ ° 回 動 操 作 で き る こ と に な り 、 た と え ば
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脳 内 を 観 察 し 治 療 す る 内 視 鏡 と し て 最 適 な も の と な る 。 　
　 湾 曲 部 １ Ｂ の 湾 曲 方 向 と 、 回 動 機 構 部 ７ の 湾 曲 部 １ Ｂ に 対 す る 回 動 規 制 範 囲 と が 一 致 し
て 、 術 者 は 操 作 を 迷 う こ と が な く な る 。 さ ら に 、 回 動 操 作 摘 み ６ １ に 対 す る 回 動 方 向 お よ
び 回 動 量 と 、 湾 曲 部 １ Ｂ を 含 め た 挿 入 部 １ の 回 動 方 向 お よ び 回 動 量 が 正 し く 一 致 す る の で
、 極 め て 操 作 性 が よ く な る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 な お 、 上 述 の 実 施 例 に お い て は 湾 曲 部 １ Ｂ を 上 下 に 対 称 な 方 向 に 湾 曲 で き る よ う に し た
が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 左 右 に 対 称 な 方 向 に 湾 曲 で き る よ う に し て も よ い 。
要 は 、 湾 曲 部 １ Ｂ を 対 称 の ２ 方 向 に 湾 曲 さ せ 、 か つ そ の 湾 曲 方 向 に お い て 基 準 面 Ｎ を 基 準
と し て 一 面 側 Ｎ ａ と 他 面 側 Ｎ ｂ と で 略 １ ８ ０ ° の 範 囲 で 回 動 を 規 制 で き れ ば よ い 。 　
　 な お 、 上 記 長 手 軸 Ｌ に 沿 う 面 を 基 準 面 Ｎ と し た が 、 こ の 基 準 面 Ｎ は 上 記 操 作 レ バ ー ６ に
対 す る 操 作 方 向 と 平 行 で あ る こ と か ら 、 平 行 な 面 を 設 定 し 、 こ の 平 行 面 を 基 準 と し て 、 平
行 面 の 一 方 領 域 と 他 方 領 域 に お い て そ れ ぞ れ 湾 曲 部 １ Ｂ の 回 動 を 規 制 す る 、 と 言 い 換 え る
こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 上 記 操 作 レ バ ー ６ を 枢 支 す る 支 軸 ｄ の 軸 方 向 と 、 湾 曲 駆 動 機 構 ４ ０ を 構 成 す る 湾 曲 駒 ５
１ の 軸 方 向 は 、 そ れ ぞ れ 長 手 軸 Ｌ と 直 交 す る 方 向 で あ る の で 、 上 記 基 準 面 Ｎ の 表 現 に 代 え
る こ と も 可 能 で あ る 。 す な わ ち 、 湾 曲 部 １ Ｂ の 回 動 規 制 範 囲 を 操 作 レ バ ー ６ の 支 軸 ｄ の 軸
方 向 を 基 準 と し て 、 そ の 軸 を 境 い と す る 一 方 領 域 と 他 方 領 域 の そ れ ぞ れ に 略 １ ８ ０ ° と す
る 。 も し く は 、 湾 曲 駒 ５ １ の 軸 方 向 を 基 準 と し て 、 そ の 軸 を 境 い と す る 一 方 領 域 と 他 方 領
域 の そ れ ぞ れ に 略 １ ８ ０ ° と す る 。 　
　 ま た 、 撮 像 素 子 を 用 い た 内 視 鏡 に お い て も 本 願 発 明 を 実 施 す る こ と は 可 能 で あ る 。 さ ら
に 、 本 発 明 は 上 記 実 施 例 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範
囲 で 種 々 変 形 実 施 で き る こ と は 勿 論 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 つ ぎ に 、 本 発 明 の 他 の 特 徴 的 な 技 術 事 項 を 下 記 の 通 り 付 記 す る 。 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 記 　
　 （ 付 記 項 １ ） 　 挿 入 部 の 先 端 を 操 作 部 に 対 し て 上 下 ま た は 左 右 の ２ 方 向 に 湾 曲 操 作 可 能
な 内 視 鏡 に お い て 、 挿 入 部 を 操 作 部 に 対 し て 右 回 り に 略 ９ ０ ° か つ 左 回 り に 略 ９ ０ ° の 範
囲 で 長 手 軸 回 り に 回 転 自 在 な 回 転 機 構 部 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 （ 付 記 項 ２ ） 　 上 記 回 動 機 構 部 は 、 係 止 部 を 備 え て 上 記 挿 入 部 と 一 体 に 設 け ら れ る 回 動
操 作 摘 み と 、 こ の 回 動 操 作 摘 み に 対 す る 回 動 操 作 に と も な っ て 回 動 す る 係 止 部 を 所 定 位 置
で 受 け て そ れ 以 上 の 回 動 を 規 制 す る 回 動 規 制 手 段 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 １ 記 載
の 内 視 鏡 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 （ 付 記 項 ３ ） 　 上 記 挿 入 部 を 回 動 自 在 な 状 態 か ら 回 動 不 能 な 状 態 へ 切 換 え る た め の ス ト
ッ パ 機 構 を 備 え 、 こ の ス ト ッ パ 機 構 は 、 挿 入 部 の 手 元 端 部 近 傍 に 設 け ら れ た 円 周 上 の 連 続
溝 と 、 操 作 部 に 設 け ら れ た 係 止 爪 と 、 係 止 爪 操 作 手 段 に よ り 構 成 さ れ 、 係 止 爪 が 挿 入 部 の
連 続 溝 に 噛 合 す る こ と で 回 転 を 任 意 の 位 置 で 止 め ら れ る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 付 記
項 １ 記 載 の 内 視 鏡 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 （ 付 記 項 ４ ） 　 被 検 体 を 観 察 す る た め の 内 視 鏡 に お い て 、 長 手 軸 に 沿 っ て 長 尺 に 形 成 さ
れ る 内 視 鏡 本 体 と 、 こ の 内 視 鏡 本 体 の 手 元 側 に 設 け ら れ 中 立 位 置 か ら 長 手 軸 に 沿 う 所 定 方
向 と 反 対 方 向 に 変 位 自 在 な 操 作 手 段 を 備 え た 操 作 部 と 、 内 視 鏡 本 体 の 先 端 側 に 長 手 軸 回 り
に 回 転 自 在 に 設 け ら れ 上 記 被 検 体 の 管 腔 に 挿 入 可 能 な 挿 入 部 と 、 こ の 挿 入 部 の 先 端 に 設 け
ら れ 挿 入 部 と 一 体 に 長 手 軸 回 り に 回 転 自 在 で あ る と と も に 操 作 手 段 に 対 す る 操 作 に 応 じ て
操 作 手 段 の 操 作 方 向 と 平 行 な 面 を 基 準 と し 、 こ の 平 行 面 の 一 方 領 域 と 他 方 領 域 に お い て そ
れ ぞ れ 湾 曲 自 在 な 湾 曲 部 と 、 こ の 湾 曲 部 を 平 行 面 の 一 方 領 域 お よ び 他 方 領 域 に お い て 略 １
８ ０ ° の 範 囲 内 で 回 動 規 制 す る 回 動 機 構 部 と を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 。
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【 ０ ０ ６ ２ 】
　 （ 付 記 項 ５ ） 　 被 検 体 を 観 察 す る た め の 内 視 鏡 に お い て 、 長 手 軸 に 沿 っ て 長 尺 に 形 成 さ
れ る 内 視 鏡 本 体 と 、 こ の 内 視 鏡 本 体 の 手 元 側 に 設 け ら れ 中 立 位 置 か ら 長 手 軸 に 沿 う 所 定 方
向 お よ び 反 対 方 向 に 変 位 自 在 な 操 作 手 段 を 備 え た 操 作 部 と 、 内 視 鏡 本 体 の 先 端 側 に 長 手 軸
回 り に 回 転 自 在 に 設 け ら れ 上 記 被 検 体 の 管 腔 に 挿 入 可 能 な 挿 入 部 と 、 こ の 挿 入 部 の 先 端 に
設 け ら れ 挿 入 部 と 一 体 に 長 手 軸 回 り に 回 転 自 在 で あ る と と も に 操 作 手 段 に 対 す る 操 作 に 応
じ て 湾 曲 部 の 枢 支 軸 と 平 行 な 軸 を 境 い と す る 一 方 領 域 と 他 方 領 域 に お い て そ れ ぞ れ 湾 曲 自
在 な 湾 曲 部 と 、 こ の 湾 曲 部 を 軸 を 境 い と す る 一 方 領 域 お よ び 他 方 領 域 に お い て 略 １ ８ ０ °
の 範 囲 内 で 回 動 規 制 す る 回 動 機 構 部 と を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 （ 付 記 項 ６ ） 　 被 検 体 を 観 察 す る た め の 内 視 鏡 に お い て 、 長 手 軸 に 沿 っ て 長 尺 に 形 成 さ
れ る 内 視 鏡 本 体 と 、 こ の 内 視 鏡 本 体 の 手 元 側 に 設 け ら れ 中 立 位 置 か ら 長 手 軸 に 沿 う 所 定 方
向 お よ び 反 対 方 向 に 回 動 自 在 な 操 作 レ バ ー を 備 え た 操 作 部 と 、 内 視 鏡 本 体 の 先 端 側 に 長 手
軸 回 り に 回 転 自 在 に 設 け ら れ 上 記 被 検 体 の 管 腔 に 挿 入 可 能 な 挿 入 部 と 、 こ の 挿 入 部 の 先 端
に 設 け ら れ 挿 入 部 と 一 体 に 長 手 軸 回 り に 回 転 自 在 で あ る と と も に 操 作 レ バ ー に 対 す る 操 作
に 応 じ て 操 作 レ バ ー の 支 軸 と 平 行 な 軸 を 境 い と す る 一 方 領 域 と 他 方 領 域 に お い て そ れ ぞ れ
湾 曲 自 在 な 湾 曲 部 と 、 こ の 湾 曲 部 を 軸 を 境 い と す る 一 方 領 域 お よ び 他 方 領 域 に お い て 略 １
８ ０ ° の 範 囲 内 で 回 動 規 制 す る 回 動 機 構 部 と を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 、 内 視 鏡 全 体 の 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 同 実 施 例 に 係 る 、 内 視 鏡 の 挿 入 部 先 端 の 一 部 を 省 略 し た 断 面 図 と Ｂ － Ｂ 線 に 沿 う
断 面 図 。
【 図 ３ 】 同 実 施 例 に 係 る 、 回 動 機 構 部 の 一 部 を 断 面 に し た 正 面 図 。
【 図 ４ 】 同 実 施 例 に 係 る 、 図 ３ の Ａ － Ａ 線 に 沿 う 断 面 図 と 、 図 ３ の Ｂ － Ｂ 線 に 沿 う 断 面 図
お よ び Ｃ － Ｃ 線 に 沿 う 断 面 図 。
【 図 ５ 】 同 実 施 例 に 係 る 、 操 作 レ バ ー ６ が 中 立 位 置 に あ る と き の 挿 入 部 １ 先 端 の 形 態 と 回
動 機 構 部 ７ の 作 用 を 説 明 す る 図 。
【 図 ６ 】 同 実 施 例 に 係 る 、 操 作 レ バ ー ６ を Ｕ Ｐ 操 作 し た と き の 挿 入 部 先 端 の 形 態 を 示 す 図
と 、 そ の 状 態 で の 回 動 機 構 部 ７ の 作 用 を 説 明 す る 図 。
【 図 ７ 】 同 実 施 例 に 係 る 、 操 作 レ バ ー ６ を Ｕ Ｐ 操 作 し た と き の 挿 入 部 先 端 の 形 態 を 示 す 図
と 、 そ の 状 態 で の 回 動 機 構 部 ７ 作 用 を 説 明 す る 図 。
【 図 ８ 】 従 来 の 、 操 作 レ バ ー に 対 す る 操 作 と 、 湾 曲 部 の 湾 曲 方 向 お よ び 回 動 範 囲 の 関 係 を
説 明 す る 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 Ｌ … 長 手 軸 、 Ｋ … 内 視 鏡 本 体 、 ６ … 操 作 レ バ ー （ 操 作 手 段 ） 、 ２ … 操 作 部 、 １ … 挿 入 部
、 Ｎ … 基 準 面 、 Ｎ ａ … 一 面 側 、 Ｎ ｂ … 他 面 側 、 １ Ｂ … 湾 曲 部 、 ７ … 回 動 機 構 部 、 ６ ０ … ス
ト ッ パ 機 構 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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摘要(译)

解决的问题：通过将插入部分的外径设置得尽可能小，允许弯曲部分旋
转360°，并使弯曲部分的弯曲方向与旋转限制区域相匹配，来提高可操
作性。 提供内窥镜。 解决方案：内窥镜主体K沿着纵轴L形成为长形，并
且操作杆6可以从中立位置朝着内窥镜主体的近端侧沿着纵轴和相反方向
在预定方向上移动。 设置有设有的操作部2，并且插入部1以能够绕纵轴
旋转的方式设置在内窥镜主体的前端侧，从而能够将插入部插入被检体
的内腔中，并且该插入部与前端的插入部一体化。 另外，设置有弯曲部
1B，该弯曲部1B能够根据操作杆的操作而绕纵轴旋转，并且能够在以纵
轴为基准的基准面N的一侧面Na和另一侧面Nb上弯曲。 在一个表面侧和
另一表面侧上设置有用于将旋转限制在大约180°的范围内的旋转机构部
（7）。 [选型图]图1
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